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東京農工大学農学部

環境資源科学科 令和6年度

ゼミナール入試　  案内AO
方式
AO
方式

ゼミナールにおけるレポートや面接で評価をする入試です。

環境資源科学科環境・資源の問題に真剣に取り組むなら！

eco

趣旨
　農学部環境資源科学科では講義と実験の体験を通じて、一般
入試では評価することが難しい専門分野への適性、意欲、目的
意識、コミュニケーション能力、基礎学力などを総合的に判定
するAO方式のゼミナール入試を実施します。
1　ゼミナール入試で求める人物像
　�　環境資源科学分野に強い興味と熱意を示すとともに、研究
を志向し遂行できる素質を持ち、共に学ぶ仲間をリードして
いけるような積極性と行動力があるなど、将来性のある人材
を求めています。また、積極的に理科を志向し、かつ理科に
適性を有し、環境資源科学科のアドミッション・ポリシーに
即した方を求めています。
2　実施学部・学科、募集人員

　　 農学部 環境資源科学科 3名
3　出願資格
　　次のいずれかに該当する者
　　（1）��高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中

等教育学校を令和4年4月以降に卒業した者および令
和6年3月までに卒業見込みの者

　　（2）��文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または
相当する課程を有するものとして認定または指定し
た在外教育施設の当該課程を令和4年4月以降に修了
した者および令和6年3月までに修了見込みの者

4　出願要件
　�　次のすべてに該当する者
　　（1）学習成績が優秀な者
� �　学校長から高い評価を得ている者（志願者評価書は、

学校長に発行してもらいますが、発行できる志願者の
人数は特に制限しません。）

　　（2）��環境資源科学科における勉学を強く志望し、第一志
望とする者

　　（3）��最終合格した場合は、必ず入学することを確約でき
る者

　　（4）��第二次選考合格者は、令和6年度大学入学共通テスト
において指定する3教科5科目（下表を参照）を必ず
受験すること。

5　選考方法
　�　入学者の選抜は、出願書類（志望理由書、活動報告書、調
査書）の内容、ゼミナールの結果、面接および大学入学共通
テストの成績を総合して選考します。志願者評価書は参考資
料とします。第一次選考と第二次選考、最終選考を行います。
　��　なお、大学入学共通テストの成績の複数年度利用は行いま
せん。

ゼミナール入試入学試験概要 詳細は、必ず令和6年度総合型選抜学生募集要項を確認してください。

【問い合わせ先】	 東京農工大学教学支援部入試企画課
	 〒183-8538　東京都府中市晴見町3-8-1
	 電話　042-367-5837、5544

ゼミナール入試出願の流れ ゼミナール入学試験の出願の流れを簡単にまとめます。
詳細は、必ず令和6年度総合型選抜学生募集要項を確認してください。

準備、情報収集

出願、第一次選考

ゼミナール

2023年7月
募集要項発表

入試企画課から配布を始めま
す。ホームページを見て、要項
を請求してください。窓口配布
のほか郵送での配布も行って
います。

ホームページ上に、オー
プンキャンパス等、実際
に環境資源科学科を知
ることができるイベント
情報を掲載します。

共通テスト、
最終合格発表

2024年
1月13日（土）～
1月14日（日）
大学入学共通テスト
第二次選考合格者には大学入
学共通テストの点数で最終選
考を行います。
指定された科目の合計得点が
大学入試センターが公表する
科目の平均点の合計の1.2倍
以上の点数を取れば合格です。

2月7日（水）
最終合格発表

10月6日（金）～10月12日（木）（必着）
ゼミナール入試出願　
出願書類（志望理由書、活動報告書、調査書）の
内容に基づいて第一次選考を行い、総合的に評価
します。

11月10日（金）
第一次選考結果通知日

11月25日（土）
ゼミナール・面接
（第二次選考）

第一次選考合格者対象のゼミナー
ルです。環境資源科学に関する実
験を見学し、その後レポートを課し
ます。
同日面接も行います。

12月8日（金）
第二次選考結果通知日

大学入学共通テストで受験を課す教科・科目

教科 配点 科目名
数学 100 数学Ⅰ・数学Ａ 　を1科目

100 数学Ⅱ・数学Ｂ　 　を1科目
理科 200 物理、化学、生物、地学 から2科目　　
外国語 200 英語　（リスニングを含む） 　を1科目（注）
計 600 （3教科5科目）

（注）�外国語（英語）は、リーディングを130点、リスニングを
70点とします。

令和6年度大学入学共通テストにおいて、受験を課す教科・科目の合計得
点が、大学入試センターが発表する該当教科・科目の平均点の合計の1.2
倍以上である受験生を最終選考合格者とします。
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Webサイトをご覧ください。

近赤外光を用いた布地の材質判定法の開発を行
なっています。布地の材質判定は、製品管理や廃布
地のリユース、リサイクルの際に重要です。

――環境資源科学科のゼミナール入試はどのような入試なのですか？

吉田学科長：一次選考では調査書、志願理由書、活動報告書による書類選考を行います。学業の状況のほかに、

環境資源科学科への適性や課外活動の状況を拝見します。理科や数学に関する課外活動の実績を特に高

く評価します。二次選考では、実験のデモンストレーションを含む講義を聞いていただき、レポートを

作成・提出してもらいます。そのレポートと面接で、理解力、表現力、論理的思考力をどれだけお持ち

か判断します。我々独自の判断に加えて、センター試験（数学、理科、英語）で基礎学力を最後に確認

します。これらの科目の合計点が基準点（裏表紙の入学試験概要を参照）以上であれば合格となります。

――受験生のどのようなところを見るのですか？

吉田学科長：理科が好きかどうかを見せてもらいます。「理科が好き」かどうかの判断は、「理科の試験で良

い点を取った」ということではなく、目の前で起こっている現象について仮説を立てながら理解できたか、

自分の考えを他の人に正確に伝えることができたか、結論を引き出すための適切な方法を見つけ出すこ

とができたか、といった環境資源科学の分野での研究や開発に是非とも必要な力を持っているかどうか

で行います。リーダーシップを取ることができるかどうかについても見せてもらいます。普通のペーパー

テストではこれらの能力を十分に判断できないので、受験者には長丁場になりますが、ゼミナール形式

でのレポート作成や面接により選考を行なう方法を取っています。

――他に受験生の皆さんへのメッセージはありますか？

吉田学科長：一般入試とは選考方法が違うので、尻込みしてしまう方もいるかもしれません。ただ、ゼミナー

ル入試に残念ながら不合格となった場合でも、一般入試（前期日程・後期日程）の受験が可能なので、チャ

ンスが増えたことになります。この紹介パンフレットをご覧になって、「ゼミナール入試が求める人材は

もしかしたら自分のことかも！」と思った方はぜひ受験してみてください。ゼミナールへの参加は当学

科を知るよい機会にもなりますよ。

　　　皆さんと、ゼミナール入試を通じてキャンパスでお会いできることを楽しみにしています。

ゼミナール入試で学科が最も力を入れているのは
理科が本当に好きな受験生を見出すことです！ 私が受験したゼミナール入試のレポート課題は、生物・化学・数学の知識を総合的に組み合わせて答える問いかけが多いという印象でした。面接では、

環境資源科学科に入学してから、どのように社会や世界に貢献していきたいかを先生方に率直に伝えることができました。環境全般に対して自分が
何を感じ、変えていきたいかを具体的な言葉にして、相手に伝える練習を行っていたことが役に立ったと感じています。入学直後から基礎分野の講
義だけでなく、環境と資源に関わる専門的な講義も設定されていて、まさに自分が学びたいと望んでいた内容ばかりです。皆さんも是非ゼミナール
入試に挑戦して、環境資源科学科で一緒に学びましょう！　2022年度入学生

ゼミナール入試は一発勝負ではないので、当日の緊張感はありませんでした。ゼミナールの内容が幸いにも以前にオープンキャンパスで聞いた内容
と似ていて、レポート課題の一つ一つに丁寧に答えながら楽しく受験できました。面接では、自分の考えを先生方に直接伝えることができ、それに
共感して下さることが心から嬉しく感じられました。何よりも試験が終わった後の清々しい気持ちが忘れられません。ゼミナール入試で入学できた
ことで、自分が選んだ環境資源科学科が希望通りの学科であることが再確認でき、自分が何のために大学で環境や資源の勉強を続けるのかという目
的を忘れずにいられるような気がします。環境や資源に関する問題についての自分の考えを大学にぶつけてみたいと思う受験生は、是非ゼミナール
入試に挑戦して下さい。　2020年度入学生

ゼミナール入試合格者の声

一般入試との併願も可能です。

―― 東京農工大学の環境資源科学科ではどんな勉強ができるのでしょうか？

吉田学科長：環境資源科学科は、環境科学とバイオマス科学が融合した日本に一つしかない学科です。

　　環境科学というと化学のイメージが強いかもしれませんが、実際に環境問題に立ち向かうためには、化

学だけではなくて生物・地学・物理など様々なサイエンスの知識が必要です。バイオマス科学（生物由

来の再生可能資源の科学）では生物はもちろんのこと、化学や物理の知識も必要となります。そのため、

まず物理・化学・生物・地学・数学などをバランスよく勉強してもらいます。これによって、守備範囲

を広め、広い視野から物事を見たり考えたりすることができるようになります。その資質を備えてもらっ

た上で、最先端の問題に取り組むための勉強をします。

―― 研究指導にも力を入れているのですね？

吉田学科長：はい、その通りです。卒業研究のために研究室に所属した時からその指導が始まり、修士課程

や博士課程へと進むにつれて、最先端の研究者や技術者の仲間入りが出来るように指導します。研究室

には、化学物質を扱う研究室のみならず、微生物や植物・動物を扱う研究室、木質材料の物理的・工学

的な特性を扱う研究室などがあります。具体的には、右ページの研究室見学の記事にいくつか例を示し

ましたので、ご覧ください。研究室は独自性を重んじて運営されていますが、いくつもの分野の研究室

が共同・協力して環境や資源の問題に取り組んでいます。したがって、それぞれの研究室の得意な分野

を生かしながら、幅広い視野をもって研究が出来るような人材に育ってもらうような指導を心掛けてい

ます。

　　　このように、研究者を育てるカリキュラムや指導体制が基礎から最先端まで整っているので、卒業生

の多くは大学や研究所、企業などで第一線の研究者として活躍しています。

研究志向は農工大らしさ
第一線で活躍する科学者、研究者を育てます。

まどか　まずは生分解制御学研究室だわ。
さとし　吉田先生の研究室だね。ここでは微生

物の力をつかって、未利用バイオマス
から環境にやさしいバイオ燃料やエコ
マテリアル原料をつくる研究をしてい
るんだって。

まどか　微生物のゲノム解析や遺伝子組換え技
術をつかって微生物の力を向上させよ
うってわけね。

さとし　使われずに捨てられているものが資源
に生まれ変わるなんて、微生物ってス
ゴい生き物だよね！

さとし　東京農工大学農学部環境資源科学科（環資）のさとしです！
まどか　まどかです！
さとし　今日は僕らが環資の研究室をいくつか紹介するよ！
まどか　�いろいろな研究室でさまざまな研究が行われているので、

今回はほんの一部だけの紹介になります。
さとし　詳しくは環資のWebサイトをみてね！

まどか　つぎは再生資源科学研究室です。
さとし　小瀬先生の研究室だね。ここでは紙やセルロースについて

の研究が行われているんだって。
まどか　紙と言えば、リサイクルして大切に使われるものだけど、
　　　　この研究室では古くて傷んでしまった紙をどうやって直

すかも研究しているんだって。
さとし　セルロースナノファイバーという細い繊維を使って新し

いものを作り出す研究もしているらしいよ。
まどか　木材から作られるものにもいろいろなものがあっていろ

いろな研究があるのね。

まどか　続いて有機地球化学研究室をのぞいてみましょう。
さとし　�高田先生と水川先生の研究室だね。ここでは環境汚染、特にプラス

ティックや医薬品、PCBなどの有害物質による環境についての汚染に
ついての研究が行われているんだって。

まどか　�世界にはまだまだ深刻な汚染がある地域がたくさんあるし、どれだけ
汚染が広がっているかを知ることは大事よね。

さとし　�僕らが使っている医薬品の一部はなかなか分解されないまま川になが
れていってしまうんだって。そんなこと考
えたこともなかったよ。

まどか　�環境汚染って、ある地域の問題だけじゃな
くていまは広い視野で考えなければならな
いし、研究は大変でしょうね。まどか　最後は環境微生物学研究室です。

さとし　�多羅尾先生の研究室だね。ここでは、
微生物の力を借りて、環境を浄化
する研究を行っているんだって。

まどか　�農学部の真ん中にある池の水を浄
化する研究をしているわね。コン
クリートの表面にくっついている
微生物が水質を良くしてくれるら
しいよ。

さとし　�ベトナムの大学と共同研究もして
いるんだって。現地で簡単に手に
入る生物資材を使って、環境負荷
の少ない農業をめざしているそう
だよ。

まどか　�環境資源科学科の先生たちは他の
国の大学との共同研究や、国際協
力にも熱心だよ。環境問題は地球
的規模だから、世界中の大学や研
究者と協力することが必要なんだ
ね。さあ、英語も勉強しなくちゃ !

まどか� つぎは機能材料研究室です！
さとし� 中田先生の研究室だね。ここでは宇宙に滞在する

ための環境維持や資源活用に関する研究が行われ
ているんだって。

まどか� 光に反応する光触媒というのを使って、国際宇宙
ステーションや未来の月面拠点内の空気や水をき
れいにしたり、廃棄物から有用なものを作る研究
をしているらしいよ。

さとし� 宇宙用に開発された技術は、地球の環境・資源問
題の解決にも役立ちそうだね。

バ
イ
オ
技
術
で
資
源
問
題
に
挑
む 菌類のセルラーゼによるコピー用紙の分解

大
気
汚
染
の
植
物
影
響

府中キャンパスに設置した植物育成チャンバーを用いて農作物や
樹木に対するオゾンなどの大気汚染物質の影響を調べています。
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弱くなった紙の上に極細繊維であるセルロースナ
ノファイバーを付着させて、紙を補強している様
子です。セルロースナノファイバーはとても細い
ので人間の目に見えず、補強後も紙に書いてある
文字を問題なく見ることができます。
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世界各地のボランティアから届くプラスチック試料

宇
宙
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設
の
環
境
維
持
技
術
の
開
発

光触媒を使って国際宇宙ステーション内などにある
有害ガスを分解

まどか　つぎに環境植物学研究室にやってきました！
さとし　伊豆田先生の研究室だね。ここでは植物に対する大気汚染物質の影響を調べて

いるんだって。
まどか　オゾンって良いものだと思っていたけれど、私たちの周りにあるオゾンは
　　　　植物を痛めている大気汚染ガスなんですって。
さとし　日本でも農作物や樹木はオゾンの悪影響を受けているなんて知らなかったなぁ…
　　　　これからもオゾン濃度が上昇するみたいだから、心配だね。

東京湾の
水質調査

本研究室で見いだした
セルラーゼの立体構造

アフリカ（ガーナ）
における水質調査微
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今、私たちは地球温暖化問題、環
境汚染、資源の問題など様々な難
題に直面しています。このパンフ
レットを手に取って下さってい
る皆さんは、きっとそういった難
題に何らかの問題意識や危機感、
興味などを抱いているのではな
いかと思います。環境資源科学科
では、これらの問題に正面から向
き合い、何が起きていてどうなっ
ていくのかをきちんと把握して、
さらに解決方法を考えることが
できる人材を大切に育てていき
たいと思っています。ゼミナール
入試では、理科が大好きで、将来
は環境や資源の問題解決に貢献
したい！という気持ちを持った
学生さんを心からお待ちしてい
ます。

吉田　誠
環境資源科学科長　教授

まどか　ふう…だいぶ紹介したつもりだけれど…まだまだ環資には研究室がたくさんあるのよね？
さとし　そうなんだよ。重金属汚染や、燃えにくい木材の開発、温室効果ガスや植物の栽培技術……

本当にいろいろな研究室で「環境」と「資源」にアプローチしているんだって。
まどか　「環境」や「資源」って、とてもいろいろな面があるし、それらについていろいろと勉強

できるのはとても魅力的よね。
さとし　うん。環境問題がどうなっているかっていうことと、そういう問題を資源の面か

らどうやって改善していけば良いかっていう両方を学べるところってなかな
か無いもんね。

まどか　それにしても先生も、先輩たちもとても仲が良さそうで、
　　　　楽しそうだったわ。
さとし　説明会や模擬授業もやってくれるらしいので、高校生の
　　　　みんなは気軽に参加して話を聞いてみたらいいと
　　　　思うなぁ。
まどか　わたしたち学生が大学を案内する
　　　　ツアーもあるしね。

ぜひいらしてください!!!
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Webサイトをご覧ください。

近赤外光を用いた布地の材質判定法の開発を行
なっています。布地の材質判定は、製品管理や廃布
地のリユース、リサイクルの際に重要です。

――環境資源科学科のゼミナール入試はどのような入試なのですか？

吉田学科長：一次選考では調査書、志願理由書、活動報告書による書類選考を行います。学業の状況のほかに、

環境資源科学科への適性や課外活動の状況を拝見します。理科や数学に関する課外活動の実績を特に高

く評価します。二次選考では、実験のデモンストレーションを含む講義を聞いていただき、レポートを

作成・提出してもらいます。そのレポートと面接で、理解力、表現力、論理的思考力をどれだけお持ち

か判断します。我々独自の判断に加えて、センター試験（数学、理科、英語）で基礎学力を最後に確認

します。これらの科目の合計点が基準点（裏表紙の入学試験概要を参照）以上であれば合格となります。

――受験生のどのようなところを見るのですか？

吉田学科長：理科が好きかどうかを見せてもらいます。「理科が好き」かどうかの判断は、「理科の試験で良

い点を取った」ということではなく、目の前で起こっている現象について仮説を立てながら理解できたか、

自分の考えを他の人に正確に伝えることができたか、結論を引き出すための適切な方法を見つけ出すこ

とができたか、といった環境資源科学の分野での研究や開発に是非とも必要な力を持っているかどうか

で行います。リーダーシップを取ることができるかどうかについても見せてもらいます。普通のペーパー

テストではこれらの能力を十分に判断できないので、受験者には長丁場になりますが、ゼミナール形式

でのレポート作成や面接により選考を行なう方法を取っています。

――他に受験生の皆さんへのメッセージはありますか？

吉田学科長：一般入試とは選考方法が違うので、尻込みしてしまう方もいるかもしれません。ただ、ゼミナー

ル入試に残念ながら不合格となった場合でも、一般入試（前期日程・後期日程）の受験が可能なので、チャ

ンスが増えたことになります。この紹介パンフレットをご覧になって、「ゼミナール入試が求める人材は

もしかしたら自分のことかも！」と思った方はぜひ受験してみてください。ゼミナールへの参加は当学

科を知るよい機会にもなりますよ。

　　　皆さんと、ゼミナール入試を通じてキャンパスでお会いできることを楽しみにしています。

ゼミナール入試で学科が最も力を入れているのは
理科が本当に好きな受験生を見出すことです！ 私が受験したゼミナール入試のレポート課題は、生物・化学・数学の知識を総合的に組み合わせて答える問いかけが多いという印象でした。面接では、

環境資源科学科に入学してから、どのように社会や世界に貢献していきたいかを先生方に率直に伝えることができました。環境全般に対して自分が
何を感じ、変えていきたいかを具体的な言葉にして、相手に伝える練習を行っていたことが役に立ったと感じています。入学直後から基礎分野の講
義だけでなく、環境と資源に関わる専門的な講義も設定されていて、まさに自分が学びたいと望んでいた内容ばかりです。皆さんも是非ゼミナール
入試に挑戦して、環境資源科学科で一緒に学びましょう！　2022年度入学生

ゼミナール入試は一発勝負ではないので、当日の緊張感はありませんでした。ゼミナールの内容が幸いにも以前にオープンキャンパスで聞いた内容
と似ていて、レポート課題の一つ一つに丁寧に答えながら楽しく受験できました。面接では、自分の考えを先生方に直接伝えることができ、それに
共感して下さることが心から嬉しく感じられました。何よりも試験が終わった後の清々しい気持ちが忘れられません。ゼミナール入試で入学できた
ことで、自分が選んだ環境資源科学科が希望通りの学科であることが再確認でき、自分が何のために大学で環境や資源の勉強を続けるのかという目
的を忘れずにいられるような気がします。環境や資源に関する問題についての自分の考えを大学にぶつけてみたいと思う受験生は、是非ゼミナール
入試に挑戦して下さい。　2020年度入学生

ゼミナール入試合格者の声

一般入試との併願も可能です。

―― 東京農工大学の環境資源科学科ではどんな勉強ができるのでしょうか？

吉田学科長：環境資源科学科は、環境科学とバイオマス科学が融合した日本に一つしかない学科です。

　　環境科学というと化学のイメージが強いかもしれませんが、実際に環境問題に立ち向かうためには、化

学だけではなくて生物・地学・物理など様々なサイエンスの知識が必要です。バイオマス科学（生物由

来の再生可能資源の科学）では生物はもちろんのこと、化学や物理の知識も必要となります。そのため、

まず物理・化学・生物・地学・数学などをバランスよく勉強してもらいます。これによって、守備範囲

を広め、広い視野から物事を見たり考えたりすることができるようになります。その資質を備えてもらっ

た上で、最先端の問題に取り組むための勉強をします。

―― 研究指導にも力を入れているのですね？

吉田学科長：はい、その通りです。卒業研究のために研究室に所属した時からその指導が始まり、修士課程

や博士課程へと進むにつれて、最先端の研究者や技術者の仲間入りが出来るように指導します。研究室

には、化学物質を扱う研究室のみならず、微生物や植物・動物を扱う研究室、木質材料の物理的・工学

的な特性を扱う研究室などがあります。具体的には、右ページの研究室見学の記事にいくつか例を示し

ましたので、ご覧ください。研究室は独自性を重んじて運営されていますが、いくつもの分野の研究室

が共同・協力して環境や資源の問題に取り組んでいます。したがって、それぞれの研究室の得意な分野

を生かしながら、幅広い視野をもって研究が出来るような人材に育ってもらうような指導を心掛けてい

ます。

　　　このように、研究者を育てるカリキュラムや指導体制が基礎から最先端まで整っているので、卒業生

の多くは大学や研究所、企業などで第一線の研究者として活躍しています。

研究志向は農工大らしさ
第一線で活躍する科学者、研究者を育てます。

まどか　まずは生分解制御学研究室だわ。
さとし　吉田先生の研究室だね。ここでは微生

物の力をつかって、未利用バイオマス
から環境にやさしいバイオ燃料やエコ
マテリアル原料をつくる研究をしてい
るんだって。

まどか　微生物のゲノム解析や遺伝子組換え技
術をつかって微生物の力を向上させよ
うってわけね。

さとし　使われずに捨てられているものが資源
に生まれ変わるなんて、微生物ってス
ゴい生き物だよね！

さとし　東京農工大学農学部環境資源科学科（環資）のさとしです！
まどか　まどかです！
さとし　今日は僕らが環資の研究室をいくつか紹介するよ！
まどか　�いろいろな研究室でさまざまな研究が行われているので、

今回はほんの一部だけの紹介になります。
さとし　詳しくは環資のWebサイトをみてね！

まどか　つぎは再生資源科学研究室です。
さとし　小瀬先生の研究室だね。ここでは紙やセルロースについて

の研究が行われているんだって。
まどか　紙と言えば、リサイクルして大切に使われるものだけど、
　　　　この研究室では古くて傷んでしまった紙をどうやって直

すかも研究しているんだって。
さとし　セルロースナノファイバーという細い繊維を使って新し

いものを作り出す研究もしているらしいよ。
まどか　木材から作られるものにもいろいろなものがあっていろ

いろな研究があるのね。

まどか　続いて有機地球化学研究室をのぞいてみましょう。
さとし　�高田先生と水川先生の研究室だね。ここでは環境汚染、特にプラス

ティックや医薬品、PCBなどの有害物質による環境についての汚染に
ついての研究が行われているんだって。

まどか　�世界にはまだまだ深刻な汚染がある地域がたくさんあるし、どれだけ
汚染が広がっているかを知ることは大事よね。

さとし　�僕らが使っている医薬品の一部はなかなか分解されないまま川になが
れていってしまうんだって。そんなこと考
えたこともなかったよ。

まどか　�環境汚染って、ある地域の問題だけじゃな
くていまは広い視野で考えなければならな
いし、研究は大変でしょうね。まどか　最後は環境微生物学研究室です。

さとし　�多羅尾先生の研究室だね。ここでは、
微生物の力を借りて、環境を浄化
する研究を行っているんだって。

まどか　�農学部の真ん中にある池の水を浄
化する研究をしているわね。コン
クリートの表面にくっついている
微生物が水質を良くしてくれるら
しいよ。

さとし　�ベトナムの大学と共同研究もして
いるんだって。現地で簡単に手に
入る生物資材を使って、環境負荷
の少ない農業をめざしているそう
だよ。

まどか　�環境資源科学科の先生たちは他の
国の大学との共同研究や、国際協
力にも熱心だよ。環境問題は地球
的規模だから、世界中の大学や研
究者と協力することが必要なんだ
ね。さあ、英語も勉強しなくちゃ !

まどか� つぎは機能材料研究室です！
さとし� 中田先生の研究室だね。ここでは宇宙に滞在する

ための環境維持や資源活用に関する研究が行われ
ているんだって。

まどか� 光に反応する光触媒というのを使って、国際宇宙
ステーションや未来の月面拠点内の空気や水をき
れいにしたり、廃棄物から有用なものを作る研究
をしているらしいよ。

さとし� 宇宙用に開発された技術は、地球の環境・資源問
題の解決にも役立ちそうだね。
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弱くなった紙の上に極細繊維であるセルロースナ
ノファイバーを付着させて、紙を補強している様
子です。セルロースナノファイバーはとても細い
ので人間の目に見えず、補強後も紙に書いてある
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光触媒を使って国際宇宙ステーション内などにある
有害ガスを分解

まどか　つぎに環境植物学研究室にやってきました！
さとし　伊豆田先生の研究室だね。ここでは植物に対する大気汚染物質の影響を調べて

いるんだって。
まどか　オゾンって良いものだと思っていたけれど、私たちの周りにあるオゾンは
　　　　植物を痛めている大気汚染ガスなんですって。
さとし　日本でも農作物や樹木はオゾンの悪影響を受けているなんて知らなかったなぁ…
　　　　これからもオゾン濃度が上昇するみたいだから、心配だね。
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今、私たちは地球温暖化問題、環
境汚染、資源の問題など様々な難
題に直面しています。このパンフ
レットを手に取って下さってい
る皆さんは、きっとそういった難
題に何らかの問題意識や危機感、
興味などを抱いているのではな
いかと思います。環境資源科学科
では、これらの問題に正面から向
き合い、何が起きていてどうなっ
ていくのかをきちんと把握して、
さらに解決方法を考えることが
できる人材を大切に育てていき
たいと思っています。ゼミナール
入試では、理科が大好きで、将来
は環境や資源の問題解決に貢献
したい！という気持ちを持った
学生さんを心からお待ちしてい
ます。

吉田　誠
環境資源科学科長　教授

まどか　ふう…だいぶ紹介したつもりだけれど…まだまだ環資には研究室がたくさんあるのよね？
さとし　そうなんだよ。重金属汚染や、燃えにくい木材の開発、温室効果ガスや植物の栽培技術……

本当にいろいろな研究室で「環境」と「資源」にアプローチしているんだって。
まどか　「環境」や「資源」って、とてもいろいろな面があるし、それらについていろいろと勉強

できるのはとても魅力的よね。
さとし　うん。環境問題がどうなっているかっていうことと、そういう問題を資源の面か

らどうやって改善していけば良いかっていう両方を学べるところってなかな
か無いもんね。

まどか　それにしても先生も、先輩たちもとても仲が良さそうで、
　　　　楽しそうだったわ。
さとし　説明会や模擬授業もやってくれるらしいので、高校生の
　　　　みんなは気軽に参加して話を聞いてみたらいいと
　　　　思うなぁ。
まどか　わたしたち学生が大学を案内する
　　　　ツアーもあるしね。

ぜひいらしてください!!!
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東京農工大学農学部

環境資源科学科 令和6年度

ゼミナール入試　  案内AO
方式
AO
方式

ゼミナールにおけるレポートや面接で評価をする入試です。

環境資源科学科環境・資源の問題に真剣に取り組むなら！

eco

趣旨
　農学部環境資源科学科では講義と実験の体験を通じて、一般
入試では評価することが難しい専門分野への適性、意欲、目的
意識、コミュニケーション能力、基礎学力などを総合的に判定
するAO方式のゼミナール入試を実施します。
1　ゼミナール入試で求める人物像
　�　環境資源科学分野に強い興味と熱意を示すとともに、研究
を志向し遂行できる素質を持ち、共に学ぶ仲間をリードして
いけるような積極性と行動力があるなど、将来性のある人材
を求めています。また、積極的に理科を志向し、かつ理科に
適性を有し、環境資源科学科のアドミッション・ポリシーに
即した方を求めています。
2　実施学部・学科、募集人員

　　 農学部 環境資源科学科 3名
3　出願資格
　　次のいずれかに該当する者
　　（1）��高等学校（特別支援学校の高等部を含む）または中

等教育学校を令和4年4月以降に卒業した者および令
和6年3月までに卒業見込みの者

　　（2）��文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程または
相当する課程を有するものとして認定または指定し
た在外教育施設の当該課程を令和4年4月以降に修了
した者および令和6年3月までに修了見込みの者

4　出願要件
　�　次のすべてに該当する者
　　（1）学習成績が優秀な者
� �　学校長から高い評価を得ている者（志願者評価書は、

学校長に発行してもらいますが、発行できる志願者の
人数は特に制限しません。）

　　（2）��環境資源科学科における勉学を強く志望し、第一志
望とする者

　　（3）��最終合格した場合は、必ず入学することを確約でき
る者

　　（4）��第二次選考合格者は、令和6年度大学入学共通テスト
において指定する3教科5科目（下表を参照）を必ず
受験すること。

5　選考方法
　�　入学者の選抜は、出願書類（志望理由書、活動報告書、調
査書）の内容、ゼミナールの結果、面接および大学入学共通
テストの成績を総合して選考します。志願者評価書は参考資
料とします。第一次選考と第二次選考、最終選考を行います。
　��　なお、大学入学共通テストの成績の複数年度利用は行いま
せん。

ゼミナール入試入学試験概要 詳細は、必ず令和6年度総合型選抜学生募集要項を確認してください。

【問い合わせ先】	 東京農工大学教学支援部入試企画課
	 〒183-8538　東京都府中市晴見町3-8-1
	 電話　042-367-5837、5544

ゼミナール入試出願の流れ ゼミナール入学試験の出願の流れを簡単にまとめます。
詳細は、必ず令和6年度総合型選抜学生募集要項を確認してください。

準備、情報収集

出願、第一次選考

ゼミナール

2023年7月
募集要項発表

入試企画課から配布を始めま
す。ホームページを見て、要項
を請求してください。窓口配布
のほか郵送での配布も行って
います。

ホームページ上に、オー
プンキャンパス等、実際
に環境資源科学科を知
ることができるイベント
情報を掲載します。

共通テスト、
最終合格発表

2024年
1月13日（土）～
1月14日（日）
大学入学共通テスト
第二次選考合格者には大学入
学共通テストの点数で最終選
考を行います。
指定された科目の合計得点が
大学入試センターが公表する
科目の平均点の合計の1.2倍
以上の点数を取れば合格です。

2月7日（水）
最終合格発表

10月6日（金）～10月12日（木）（必着）
ゼミナール入試出願　
出願書類（志望理由書、活動報告書、調査書）の
内容に基づいて第一次選考を行い、総合的に評価
します。

11月10日（金）
第一次選考結果通知日

11月25日（土）
ゼミナール・面接
（第二次選考）

第一次選考合格者対象のゼミナー
ルです。環境資源科学に関する実
験を見学し、その後レポートを課し
ます。
同日面接も行います。

12月8日（金）
第二次選考結果通知日

大学入学共通テストで受験を課す教科・科目

教科 配点 科目名
数学 100 数学Ⅰ・数学Ａ 　を1科目

100 数学Ⅱ・数学Ｂ　 　を1科目
理科 200 物理、化学、生物、地学 から2科目　　
外国語 200 英語　（リスニングを含む） 　を1科目（注）
計 600 （3教科5科目）

（注）�外国語（英語）は、リーディングを130点、リスニングを
70点とします。

令和6年度大学入学共通テストにおいて、受験を課す教科・科目の合計得
点が、大学入試センターが発表する該当教科・科目の平均点の合計の1.2
倍以上である受験生を最終選考合格者とします。
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令和3～5年度　ゼミナール入試実施内容

令和3～ 5年度ゼミナール入試では、環境資源科学に関する講義、実験見学および課題に対するレポート
提出を行いました。

令和 3年度ゼミナール入試

【ゼミナール】
■講義と実験の内容
「対流圏と成層圏のオゾン」というテーマのもと、①成層圏オゾン層の役割と化学反応機構、②オゾン層破
壊とオゾンホールの化学反応機構、③光化学オキシダントの有害性と化学反応機構、④オゾン分解とエアロゾ
ル生成、の4つの課題に関して講義と実験を実施しました。①では成層圏でのオゾン層の役割とオゾンが生成
される化学反応であるチャップマン機構、②ではフロンガスによるオゾン層破壊の化学反応過程とオゾンホー
ル発生の化学的および地球化学的要因、③では光化学オキシダントの主成分であるオゾンの植物への影響と化
学反応機構、④ではアルケンのオゾン分解によるエアロゾル生成と大気汚染との関係を、それぞれ実験を交え
ながら解説しました。
■課題
⑴オゾンに関連する化学の基礎
⑵光合成に関する基礎
⑶気体の状態方程式に関する基礎
⑷成層圏オゾンの形成とオゾン層破壊に関する化学反応機構
⑸オゾンホールの発生に関する地球化学的要因
⑹オゾンホールの発生から消滅までの推移
⑺光化学オキシダントの主成分である対流圏オゾンが植物に与える影響
⑻対流圏オゾンの生成要因
⑼対流圏オゾンの生成に関する化学反応機構
⑽オゾンを定量するための実験計画の立案

令和 4年度ゼミナール入試

【ゼミナール】
■講義と実験の内容
　「海草・海藻場の生態系機能を利用した環境問題対応」というテーマのもと、海草・海藻のもつ様々な生態
系機能（物質吸収・吸着能、酸素放出、二酸化炭素吸収・炭素固定、波浪や流速の減衰、生物多様性の維持な
ど）について講義と実験を実施しました。化学、物理、生物のそれぞれの分野の包括的理解によって海草・藻
場の生態系機能の把握が可能となり、海草・藻場の保全が沿岸環境の改善と水産資源の保全につながることを、
実際の観測方法も交えて解説しました。
■課題
①栄養塩や汚染物質の吸収
⑴海藻種別の栄養塩吸収量の違い
⑵比色法による栄養塩濃度測定
⑶病原菌・ウィルスの除去
⑷重金属吸収による汚染指標としての利用

②酸素の放出
⑴明条件・暗条件での酸素フラックス
⑵溶存酸素濃度の測定方法
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③波浪減衰による海岸線・堆積物の保持
⑴生態系インフラストラクチャの活用
⑵マイクロプラスチックのトラップ機能
⑶藻場の流速測定方法

④生物多様性の維持
⑴餌・生活場としての生物利用
⑵安定同位体比を利用した食性解析

⑤地球温暖化と海草藻場の相互作用
⑴温帯域の海草藻場の劣化
⑵ブルーカーボンに着目した温暖化対策
⑶一次生産者別の炭素固定機能の違い

⑥沿岸海域の環境問題の改善に向けて
⑴ヒステリシスの存在による環境改善の停滞
⑵海草藻場の再生による水産環境整備

令和 5年度ゼミナール入試

【ゼミナール】
■講義と実験の内容
「紙の環境調和性・構造・性質」というテーマに基づいて、①環境・資源問題と紙の環境調和性、②紙の製
造法・構造、③紙の力学的・光学的性質、④紙のリサイクル、の4つの課題に関連させて講義と実験を実施し
ました。①では環境問題や資源問題について説明し、紙の環境調和性がこれらの問題とどのような関係にある
かを解説しました。②と③では、紙の構造に注目してそれがどのように作られるのか、またその構造が原因と
なって現れる力学的・光学的性質について解説しました。④では、紙の強度がリサイクルによって低下する事
実とその原因を説明しました。力学的性質、光学的性質、比散乱係数等の専門用語の意味をゼミナールの中で
説明したうえで、これからに関する問いかけ（課題）についてレポート形式で答えていただきました。
■課題
①パルプ繊維の寸法や質量などの情報から1 cm2の紙に含まれるパルプ繊維の本数を求める。
②リサイクル前後で紙の力学特性が変化する情報から、リサイクルによる紙の強度低下の原因を議論。
③製紙工場での紙の製造方法を参考にして、紙の製造過程で水分を蒸発させるのに必要な熱量を求める。
④水素結合に関する基礎的知識の記述
⑤植物の光合成に関する基礎的知識の記述
⑥ゼミナールで紹介したろ水度という物理量と紙の力学的・光学的性質の関係についての議論
1）�紙を形成する繊維間の結合度合いと紙の比散乱係数という物理量と引張強さという物理量との関係つ
いて説明。

2）ろ水度の低下に伴う紙の比散乱係数と引張強さの変化の説明
⑦紙に水が浸透する際に観察される状態変化の原因を明らかにするための実験方法の提案
⑧紙がどのような点で環境に優しいのかについての議論

【面　　接】（令和3～5年度実施）
■評価方法
面接は、面接担当者5名程度により、各受験生あたり10～15分程度行い、志望動機、理科に対する関心、

環境問題に関する意識、課外活動や社会活動への参加実績、将来の進路展望などについて質問しました。また、
質問の意味を正しく理解しているか、明快で論理的な回答ができているか、態度の面での問題はないか、など
についても評価の対象としました。
■評価ポイント
本学科への適性、理科や環境問題に対する関心、入学後の学習や将来進路に対する意欲などを判断基準とし

てそれぞれの項目について採点しました。
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【受験生へのメッセージ】
ゼミナール入試で扱う内容は、ほとんどの受験生にとっては初めて見聞きするものだと思います。ただし、

身近で重要な話題や現象をわかりやすく扱っているので、特に将来研究者を志望している受験生にじっくりと
取り組んでもらいたいと思います。
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